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硫
黄
島
訪
島
事
業
の
参
加
者
募
集 

 

小
笠
原
村
で
は
、
平
成
７
年
に
「
平
和
都
市
宣
言
」

を
行
い
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
尊
さ
を
理
解
す

る
地
域
づ
く
り
、
人
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
一
環
と
し
て
、
硫
黄
島
訪
島
事
業
へ
の
一
般

住
民
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。 

 
 【

日
程
】 

６
月
14
日
（
木
）
午
後
９
時 

父
島
発 

15
日
（
金
）
早
朝 

 
 

硫
黄
島
着 

上
陸
後 

 

慰
霊
祭 

午
後
１
時 

島
内
視
察 

16
日
（
土
）
午
前
８
時 

島
内
視
察 

午
後
５
時 

硫
黄
島
発 

17
日
（
日
）
早
朝 

 
 

父
島
着 

 

※
日
程
に
つ
い
て
は
調
整
中
の
た
め
、
変
更
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
の
際
に
は
必

ず
日
程
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 【
移
動
】
お
が
さ
わ
ら
丸
（父
島
〜
硫
黄
島
） 

 【
応
募
資
格
】 

小
笠
原
村
に
住
所
を
有
す
る
高
校
生
以
上
の
方

で
、
介
添
人
を
必
要
と
し
な
い
で
自
ら
の
健
康
管

理
が
で
き
る
方 

 

【
募
集
人
数
】
15
名
程
度 

 

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
村
主
催
の
硫
黄
島
訪
島

事
業
に
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
で
、
か
つ
村
で

の
在
住
年
数
の
長
い
方
を
優
先
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

 

【
申
込
期
間
】
５
月
７
日
（月
）〜
11
日
（金
） 

 

【
申
込
窓
口
】
総
務
課
、
母
島
支
所 

※
申
込
書
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。 

 【
費
用
】
３
万
円
（食
費
６
食
分
含
む
） 

※
参
加
決
定
後
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 
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小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

4/26現在 

父島 

95.3/100 

母島  

85.9/100 

３月気象状況    （父島）

最高気温   25.3℃ 

最低気温   14.8℃ 

平均気温   19.3℃ 

平均湿度   66％ 

月降水量   54.5mm

住民基本台帳登録者数（4/1）    

             2,387人 

             父島      母島    

  人口      1,943人   444人 

  世帯      1,046    235  
短期滞在者     43人     17人 

ＮＯ．５２５ 

平成1９年(2007) 

５/１(火) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり

小笠原村議会議員選挙の結果 
  

４月２２日（母島繰上投票２１日）に行われた小笠原村議会議員選挙の結果は、以下のとおりでした。

【有権者数】 父島  １，４４０人   母島   ３３９人    合計  １，７７９人 

【投票者数】 父島 １，１５４人   母島   ２６７人    合計  １，４２１人 

【投 票 率】 父島  ８０．１４％   母島  ７８．７６％      合計   ７９．８８％ 

【得 票 数】 

 
 
 
 
 
 
 
  
  
 
 
 

●問合せ先 小笠原村選挙管理委員会 ２－３１１１

候   補   者   別   得   票   数 
当 選 なまずえ 満 ２３７票 当 選 杉田  一男 １４２票 

当 選 友 永  成 太 １７２票 当 選 佐々木 哲子 １３８票 

当 選 佐々木 ゆきみ １６５票 当 選 いながき いさむ １３１票 

当 選 大 沢  彰 １６４票 次 点 池 田  望 １０２票 

当 選 一 木  重 夫 １５８票 無 効 投 票 １２票 

合  計 １，４２１票  
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父
島
返
還
祭
参
加
者
募
集 

 
今
年
も
小
笠
原
諸
島
返
還
の
日
を
記
念
し
て
、
次

の
と
お
り
「
父
島
返
還
祭
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
夜
店
な
ど
皆
様
の
積
極
的
な

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

【
日
時
】
６
月
23
日
（土
）
午
後
５
時
〜 

【
場
所
】
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場 

【
募
集
内
容
】 

 

《
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
》 

 
 
 

歌
、
踊
り
、
劇
、
演
奏
な
ど
返
還
祭
に
ふ
さ

わ
し
い
出
演
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

《
夜
店
》 

 
 
 

飲
食
、
物
販
な
ど
の
来
場
者
の
た
め
の
出
店

を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
応
募
締
切
】 

 

○
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト 

５
月
31
日
（木
） 

 

○
夜
店 

６
月
８
日
（金
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

総
務
課
総
務
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
の
供
用
開
始 

  

情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
の
平
成
18
年
度
事
業

と
し
て
、
災
害
時
な
ど
の
第
一
報
を
確
実
に
伝
達
す

る
手
段
と
し
て
、
各
家
庭
へ
光
ケ
ー
ブ
ル
を
引
き
込

み
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
を
設
置
す
る
工
事
を
進
め
て
き
ま

し
た
。 

こ
の
工
事
も
ほ
ぼ
終
了
し
、
次
の
日
時
か
ら
Ｉ
Ｐ

告
知
端
末
で
も
、
既
存
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
放
送

を
聴
く
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。 

 【
日
時
】
５
月
７
日
（月
） 

 

な
お
、
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
の
付
属
機
能
に
よ
る
拡
張

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
に
つ
い

て
は
、
６
月
よ
り
試
行
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
実
施
で
き

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、
別
途
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係
２
―
３
１
１
１ 

南
島
外
来
植
物 

除
去
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集 

  

村
で
は
平
成
13
年
度
か
ら
、
主
に
南
島
に
お
い
て

村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
外
来
植
物
（ク
リ
ノ
イ

ガ
な
ど
）の
除
去
を
行
い
、作
業
を
通
じ
て
小
笠
原
の

外
来
植
物
の
現
状
を
村
民
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ

く
機
会
と
し
て
き
ま
し
た
。 

 

今
年
度
１
回
目
の
除
去
作
業
に
つ
き
ま
し
て
、
次

の
と
お
り
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
申
込
先
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。 

 

【
日
時
】 

 
 

５
月
29
日
（火
） 

 
 
 

午
前
８
時
45
分
（青
灯
台
発
）〜 

 
 
 
 
 

午
後
１
時
30
分
（青
灯
台
着
）予
定 

 

【
募
集
定
員
】
15
人 

 

【
作
業
内
容
】 

 
 

南
島
に
お
け
る
３
時
間
程
度
の
除
草
作
業 

（途
中
休
憩
あ
り
） 

 

【
申
込
期
限
】
５
月
25
日
（金
） 

  

※
応
募
が
多
い
場
合
は
先
着
順
に
な
り
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 

２
―
３
１
１
１ 

             

村
営
バ
ス 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の
運
行 

 

村
営
バ
ス
は
、５
月
３
日
（木
）〜
５
日
（土
）の
間
、

休
日
ダ
イ
ヤ
運
行
に
加
え
て
、
次
の
便
を
増
便
し
て

運
行
し
ま
す
。 

 

○
午
前
８
時
  

「
村
役
場
前
」
発 

○
午
前
８
時
30
分
「
小
港
海
岸
」
発 

※
○
午
後
０
時
30
分
「
村
役
場
前
」
発 

※
○
午
後
０
時
55
分
「
小
港
海
岸
」
発 

※
扇
浦
線
の
み
運
行 

 

休
日
の
お
出
か
け
に
は
、
ぜ
ひ
村
営
バ
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
営
バ
ス
営
業
所 

 
 
 
 

２
―
３
９
８
８ 

 
 

産
業
観
光
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
４ 

                      

三
日
月
山
自
然
観
察
・
戦
跡
遊
歩
道 

  

村
で
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
の
た
め
に
、
自

然
や
歴
史
、
文
化
を
体
験
し
て
も
ら
う
た
め
の
遊
歩

道
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
一
部
完
成
し
た
「
父
島
要
塞
大
村
第
二
砲
台

跡
」
の
遊
歩
道
が
、
三
日
月
山
展
望
台
（ウ
エ
ザ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
）
駐
車
場
ま
で
完
成
い
た
し
ま
し
た
。 

戦
時
中
の
弾
薬
庫
の
跡
や
砲
台
が
設
置
さ
れ
て
い

た
地
下
壕
（中
に
は
入
れ
ま
せ
ん
）な
ど
を
観
察
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。皆
さ
ま
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
建
物
跡
な
ど
は
崩
れ
る
危
険
が
あ
り
ま
す

の
で
、
中
に
は
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ

い
。 

 

※
図
１
参
照 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 

２
―
３
１
１
４ 

                     

図１ 三日月山自然観察・戦跡遊歩道 

５月１３日 母の日 
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軽
自
動
車
税
と
そ
の
納
付
期
限 

 

軽
自
動
車
税
は
、
そ
の
年
の
４
月
１
日
（賦
課
期

日
）現
在
の
軽
自
動
車
な
ど
（原
動
機
付
自
転
車
、
二

輪
の
小
型
自
動
車
、
軽
自
動
車
、
小
型
特
殊
自
動
車
）

の
所
有
者
に
年
税
額
が
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。 

な
お
、
軽
自
動
車
税
に
は
、
自
動
車
税
の
よ
う
な

月
割
課
税
の
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

平
成
19
年
度
軽
自
動
車
税
の
納
付
期
限
は
、
５
月

31
日
（木
）で
す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。 ま

た
、
口
座
か
ら
の
自
動
払
い
込
み
に
よ
る
納
付

を
申
し
込
ま
れ
て
い
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
残
高

不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

※
軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
は
、
５
月
11
日
（金
）

に
発
送
の
予
定
で
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

父
島
動
物
巡
回
診
療 

 

ペ
ッ
ト
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
、
む
や
み
な
繁

殖
を
抑
制
す
る
こ
と
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ

と
は
飼
い
主
の
責
任
で
す
。
こ
の
機
会
を
是
非
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
期
間
】
５
月
１
日
（月
）〜
22
日
（火
） 

【
診
療
日
程
】
５
月
26
日
（土
）、
27
日
（日
） 

【
場
所
】
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

【
注
意
事
項
】 

○
診
療
は
有
料
で
す
。 

○
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
先
着
順
に
受
け

付
け
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 
 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
５ 

 

野
ネ
コ
対
策
事
業 

 
 

村
で
は
、
飼
い
主
の
い
な
い
野
ネ
コ
に
不
妊
去
勢

手
術
を
施
し
、
新
た
な
野
ネ
コ
の
増
加
を
防
ぐ
「
野

ネ
コ
対
策
事
業
」
を
、
平
成
８
年
か
ら
継
続
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。 

 

事
業
は
通
年
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
特
に
年
３
回
、

集
中
期
間
を
設
け
て
い
ま
す
。 

野
ネ
コ
の
一
時
捕
獲
は
村
民
の
皆
様
か
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
っ
て
お
り
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
に

は
カ
ゴ
を
貸
し
出
し
ま
す
。
建
設
水
道
課
ま
た
は
母

島
支
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
こ
れ
ま
で
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
３
９

０
頭
を
超
え
る
野
ネ
コ
に
不
妊
去
勢
手
術
を
施
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

【
父
島
捕
獲
集
中
期
間
】 

 
 

５
月
21
日
（月
）〜
27
日
（日
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
５ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

      

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、５
月
の
「母
島

巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

 

【
日
時
】
５
月
14
日
（月
）
午
後
５
時
〜
６
時 

 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、 

 

賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

保
全
管
理
委
員
会 

住
民
報
告
会
の
開
催 

  

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、「
小
笠
原
諸
島
森
林
生

態
系
保
護
地
域
」
を
後
世
に
わ
た
り
健
全
な
状
態
で

保
全
・
管
理
す
る
た
め
、
設
定
委
員
会
の
考
え
方
に

沿
っ
て
、
よ
り
効
果
的
な
保
全
管
理
の
方
策
な
ど
に

つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
小
笠
原
諸

島
森
林
生
態
系
保
護
地
域
保
全
管
理
委
員
会
（第
１

回
）」
を
開
催
し
ま
す
。 

 

な
お
、
本
委
員
会
に
あ
わ
せ
て
住
民
報
告
会
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

◎
住
民
報
告
会 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
５
月
18
日
（金
）
午
後
７
時
〜
９
時 

 

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
（新
多
目
的
室
） 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
５
月
19
日
（土
）
午
後
７
時
〜
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
２
―
２
１
０
３ 

 

環
境
省 

 

小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
の
移
転 

  

こ
の
度
、
小
笠
原
総
合
庁
舎
で
執
務
を
行
っ
て
い

た
環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
が
人
員
増
の

た
め
、４
月
９
日
付
で
移
転
し
ま
し
た
。引
き
続
き
、

世
界
自
然
遺
産
や
国
立
公
園
な
ど
に
関
す
る
業
務
を

執
り
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
新
住
所
】 

 
 

〒
１
０
０
―
２
１
０
１ 

 
 
 

東
京
都
小
笠
原
村
字
西
町
（ガ
ゼ
ボ
２
Ｆ
） 

【
電
話
番
号
】
２
―
７
１
７
４ 

【
Ｆ

Ａ

Ｘ
】
２
―
７
１
７
５ 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

 
 

２
―
７
１
７
４ 

ここどどももままつつりり（（父父島島）） 
５月３日（木） 

午前１０時～午後12時 
おまつり広場 

(雨天の場合  
小中学校体育館)

・村民課福祉係 2-3939 
子子供供のの日日のの集集いい（（母母島島））  

５月３日（木） 

午前10時～午後12時 

母島小中学校グラウンド 

(雨天の場合は体育館) 

・母島支所 3-2111 
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銃
器
を
使
用
し
た 

 
弟
島
の
ノ
ブ
タ
・
ノ
ヤ
ギ
の
駆
除 

  

環
境
省
が
実
施
す
る
「小
笠
原
地
域
自
然
再
生
事

業
外
来
動
物
対
策
調
査
」の
一
環
で
、弟
島
に
生
息
す

る
ノ
ブ
タ
・
ノ
ヤ
ギ
の
駆
除
を
行
い
ま
す
。
駆
除
作

業
は
、
（財
）自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
が
実
施
主
体

と
な
り
、
（東
京
都
猟
友
会
小
笠
原
支
部
他
）関
係
者

の
協
力
の
下
、
銃
器
と
わ
な
（囲
い
わ
な
、
く
く
り
わ

な
）を
使
用
し
て
い
ま
す
。 

 

実
施
場
所
は
、
弟
島
の
鹿
浜
周
辺
の
ガ
ジ
ュ
マ
ル

池
付
近
、
広
根
山
西
部
、
小
学
校
跡
、
黒
浜
斜
面
上

部
の
各
地
点
に
生
育
し
て
い
る
ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
大
木

の
周
辺
で
す
。 

実
施
期
間
は
、
４
月
下
旬
か
ら
６
月
末
日
ま
で
で

す
が
、
銃
器
を
使
用
す
る
日
は
防
災
無
線
で
お
知
ら

せ
し
、
わ
な
を
設
置
す
る
場
所
に
は
注
意
喚
起
の
た

め
の
看
板
な
ど
を
立
て
ま
す
。 

 

実
施
に
あ
た
り
安
全
に
は
十
分
に
配
慮
い
た
し
ま

す
が
、
弟
島
に
上
陸
す
る
際
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

２
―
７
１
７
４ 

 

南
島
自
然
観
察
路
の
利
用
方
法 

（東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
・
村
民
利
用
） 

 

東
京
都
で
は
、
南
島
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
自
然

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
い
、
利
用
に
と
も
な
う
自

然
へ
の
影
響
な
ど
を
調
査
し
て
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
転
石
の
設
置
を
行
い
転
石
の
効
果
を
検
証

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。 

こ
れ
ま
で
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
お
い
て
転
石
の
効

果
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
転
石
の
上
を
歩
く
こ
と
で

南
島
の
植
生
に
与
え
る
負
荷
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
（南
島
）の
方
が
南
島
に
お
客

様
を
ご
案
内
す
る
際
は
、
自
然
へ
の
負
荷
を
低
減
す

る
た
め
、
転
石
の
上
を
歩
い
て
い
た
だ
く
よ
う
に
ご

案
内
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

ま
た
、
村
民
利
用
で
上
陸
さ
れ
る
際
も
同
様
に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

南
島
の
美
し
い
景
観
を
残
し
て
い
く
た
め
、
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
２
―
２
１
２
３ 

 

小
笠
原
諸
島 

生
活
再
建
資
金
貸
付
利
率
改
正 

 

小
笠
原
諸
島
生
活
再
建
資
金
の
貸
付
利
率
が
４
月

１
日
か
ら
変
更
に
な
り
ま
し
た
。 

 

変
更
後
の
貸
付
利
率
は
次
の
と
お
り
で
す
。（変
更

前
に
借
り
受
け
、
ま
た
は
貸
付
決
定
さ
れ
た
資
金
の

利
率
に
つ
い
て
は
、
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。） 

          

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
産
業
課
商
工
係 

 

２
―
２
１
２
２ 

 

西
島
ク
マ
ネ
ズ
ミ
駆
除 

 

独
立
行
政
法
人
森
林
総
合
研
究
所
と
自
然
環
境
研

究
セ
ン
タ
ー
は
環
境
省
の
予
算
を
受
け
て
、
本
年
３

月
か
ら
西
島
に
お
い
て
外
来
種
の
ク
マ
ネ
ズ
ミ
を
根

絶
す
る
作
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
本
年
２
月
に
住
民
説
明
会
で
ご
説
明
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

現
在
、西
島
に
は
駆
除
用
の
資
材
（殺
鼠
剤
を
設
置

す
る
た
め
の
え
さ
箱
な
ど
）が
多
数
設
置
し
て
あ
り

ま
す
。
当
初
の
予
定
で
は
本
年
４
月
い
っ
ぱ
い
で
こ

れ
ら
を
撤
収
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
根

絶
を
よ
り
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
、
資
材
の
撤
収

を
本
年
10
月
ま
で
延
長
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

森
林
総
合
研
究
所 

 
 
 
 
 
 
 

０
２
９
―
８
２
９
―
８
２
４
９ 

 日
本
赤
十
字
社
社
費
募
集 

 

日
本
赤
十
字
社
は
全
世
界
の
平
和
と
福
祉
増
進

を
目
的
と
し
、
日
本
全
国
か
ら
集
め
ら
れ
た
社
費
を

元
に
、
世
界
の
各
地
で
紛
争
に
苦
し
む
人
々
や
頻
発

す
る
災
害
の
被
災
者
に
救
援
活
動
を
行
な
う
団
体
で

す
。 小

笠
原
村
に
お
い
て
も
、
日
本
赤
十
字
社
東
京
都

支
部
よ
り
災
害
備
蓄
品
や
災
害
用
車
両
等
の
交
付
を

受
け
て
い
ま
す
。
運
動
会
や
村
内
の
行
事
で
、
赤
十

字
の
マ
ー
ク
が
入
っ
た
テ
ン
ト
や
車
両
を 

ご
覧
に

な
っ
た
事
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

一
人
で
も
多
く
の
方
に
主
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

赤
十
字
社
の
活
動
を
支
え
て
い
く
た
め
、
次
の
と
お

り
社
費
の
募
集
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

【
募
集
方
法
】 

《
父
島
》 

村
民
の
方
へ
は
、
父
島
婦
人
会
の
方
が
各
戸

訪
問
の
上
、
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

ま
た
小
笠
原
支
庁
、
小
笠
原
村
役
場
窓
口
で

も
募
集
し
て
お
り
ま
す
。 

《
母
島
》 

小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所
ま
た
は
村
役
場

母
島
支
所
の
窓
口
で
募
集
し
て
お
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
総
務
課
行
政
係 

２
―
２
１
２
１ 

小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所 

 

３
―
２
１
２
１ 

村
役
場
総
務
課
総
務
係 

 
 

２
―
３
１
１
１ 

村
役
場
母
島
支
所
庶
務
係 

 

３
―
２
１
１
１ 

 

母
島
南
崎
に
お
け
る 

 
 

海
鳥
保
護
柵
設
置
継
続 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
（特
定
非
営
利
活
動
法
人
）小
笠
原
自
然
文

化
研
究
所
で
は
、
野
生
化
し
た
ネ
コ
に
よ
る
海
鳥
の

被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
昨
年
４
月
、
母
島
南
崎
に

仮
設
の
保
護
柵
を
設
置
し
ま
し
た
。 

昨
年
度
、
南
崎
で
は
ネ
コ
に
よ
る
海
鳥
被
害
が
０

件
と
な
り
、
お
そ
ら
く
約
10
年
ぶ
り
と
な
る
オ
ナ
ガ

ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
の
繁
殖
行
動
が
観
察
さ
れ
ま
し
た

（残
念
な
が
ら
ヒ
ナ
の
時
期
に
死
亡
し
、巣
立
ち
に
は

至
ら
ず
）。
引
き
続
き
、
今
年
度
も
南
崎
海
鳥
繁
殖
地

の
復
活
を
目
指
し
て
柵
の
設
置
を
継
続
い
た
し
ま 

す
。 

 

【
事
業
協
力
】 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
、
環
境
省
小
笠

原
自
然
保
護
官
事
務
所
、
東
京
都
小
笠
原
支
庁
、

小
笠
原
村
役
場 

 

●
問
合
せ
先 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
小
笠
原
自
然
文
化
研
究
所
２
―
３
７
７
９ 

 

海
上
保
安
署
か
ら
の
お
願
い 

 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
迎
え
、
今
年
も
本
格
的

な
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
ま
す
。
観

光
業
や
漁
業
関
係
者
の
皆
様
は
も
と
よ
り
村
民
全
員

が
一
丸
と
な
っ
て
「
海
難
事
故
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。 

 

海
へ
出
か
け
る
際
は
、
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ

う
。 

 

○
天
候
と
海
況
を
確
認
す
る
。 

 

○
単
独
行
動
や
無
理
な
行
動
は
し
な
い
。 

 

○
携
帯
電
話
な
ど
の
連
絡
手
段
を
持
つ
。 

 

○
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
す
る
。 

 

○
船
舶
の
出
港
前
点
検
を
実
施
す
る
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
海
上
保
安
署 

 
 
 

２
―
７
１
１
８ 

 
 
 
 
 
 
 
 

【
海
の
も
し
も
は 

１
１
８
番
】 

生

活

資

金 

住

宅

資

金 

商
工
業
資
金 

漁

業

資

金 

農

業

資

金 

資

金

名 

２
・
１
％ 

３
・
61
％ 
２
・
５
％ 
１
・
９
％ 

１
・
９
％ 

変
更
後
の
利
率 
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春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
実
施 

  

小
笠
原
警
察
署
で
は
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
を
目
指

し
、
地
域
ご
と
、
職
域
単
位
で
の
交
通
安
全
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
交
通
安
全
講
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
小
・
中
学
校
の
通
学
路
に
対
す
る
安
全
対

策
や
高
齢
者
交
通
指
導
員
に
よ
る
高
齢
者
保
護
誘
導

活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
交
通
事
故
の
無
い
「
安
心

安
全
な
島
」
小
笠
原
を
実
現
す
る
た
め
、
村
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
実
施
期
間
】 

 
 

５
月
11
日
（金
）〜
20
日
（日
） 

【
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
】 

 

「
や
さ
し
さ
が 

走
る
こ
の
街 

こ
の
道
路
」 

【
運
動
の
基
本
お
よ
び
重
点
】 

 

「
こ
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」 

 
 

○
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止 

 
 

○
飲
酒
運
転
の
根
絶 

 
 

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進 

 
 

○
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
警
察
署
・
小
笠
原
交
通
安
全
協
会 

２
―
２
１
１
０ 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
地
区
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 
 

相
談
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
日 

 

程
】
５
月
25
日
（金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
〜
正
午 

（
１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
） 

【
予
約
期
間
】
５
月
１
日
（木
）
〜
23
日
（水
） 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時 

（
土
日
・祝
日
お
よ
び
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
） 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
予
約
が
必
要
で
す
。） 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
母
島
】 

《
日
時
》
５
月
17
日
（木
）
午
後
７
時
〜
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
５
月
18
日
（金
）
午
後
３
時
〜
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議
室 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 
 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時 

（
土
日
・祝
日
お
よ
び
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
） 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 
０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５ 
 

テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合
か
ら
お
知
ら
せ 

 

◎
テ
レ
ビ
地
上
波
放
送
中
断 
 

送
信
衛
星
移
行
作
業
の
た
め
、
次
の
日
程
で
放
送

が
中
断
い
た
し
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。 

【
日
程
】〔
※
予
備
日
〕 

 
 

５
月
14
日
（月
）〔※
21
日
（月
）〕 

 
 
 
 

21
日
（月
）〔※
28
日
（月
）〕 

 
 
 
 

28
日
（月
）〔※
６
月
４
日
（月
）〕 

 
 
 
 

29
日
（火
）〔※
６
月
５
日
（火
）〕 

【
時
間
】
午
前
１
時
30
分
〜
４
時
30
分 

 

◎
加
入
手
続
き
の
お
願
い 

 

テ
レ
ビ
地
上
波
放
送
を
ご
覧
に
な
る
方
は
、
必
ず

小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合
に
加
入
し
て
く
だ

さ
い
。 

【
受
付
場
所
】 

○
小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合 

（村
役
場
第
２
庁
舎
） 

○
母
島
支
所
庶
務
係 

 

●
問
合
せ
先 
 

総
務
課
総
務
係 

 
 
 
 

２
―
３
１
１
１

小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合 ２

―
３
５
１
０ 

 
 
 

      
 

小
笠
原
村
商
工
会
事
務
局
長
募
集 

 

【
募
集
人
員
】
１
名 

【
求
め
る
事
務
局
長
像
】 

小
笠
原
村
の
商
工
業
の
発
展
と
地
域
の
振
興

の
た
め
に
情
熱
を
燃
や
せ
る
方 

【
応
募
資
格
】（①
、②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
） 

①
小
笠
原
村
に
住
所
を
有
し
、
年
齢
が
採
用
年
度

末
に
お
い
て
45
歳
以
上
61
歳
以
下
の
者
で 

あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者  

○
商
工
会
指
導
員
ま
た
は
経
営
指
導
員
（
専
門

経
営
指
導
員
を
含
む
）
を
10
年
以
上
経
験
し

た
者 

○
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、
管
理

職
相
当
の
地
位
に
あ
っ
た
者 

○
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
に
準
ず
る
機
関

に
お
い
て
、
商
工
関
係
部
門
の
管
理
職
相
当

の
地
位
に
あ
っ
た
者 

○
民
間
企
業
・
団
体
に
お
い
て
経
営
者
、
役
員

ま
た
は
管
理
職
の
地
位
に
あ
っ
た
者
（当
該

企
業
ま
た
は
団
体
を
退
職
し
た
者
） 

 

②
そ
の
他
東
京
都
商
工
会
連
合
会
人
事
管
理
委
員

会
が
特
に
認
め
た
者 

【
待
遇
】
当
会
の
規
定
に
よ
り
優
遇 

【
選
考
方
法
】 

書
類
選
考
、
簡
単
な
筆
記
試
験
お
よ
び
面
接
試

験
（日
程
に
つ
い
て
は
、
後
日
ご
連
絡
し
ま
す
。
） 

【
応
募
方
法
】 

履
歴
書
お
よ
び
健
康
診
断
書
（３
か
月
以
内
の

も
の
）を
５
月
18
日
（金
）ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。  

※
そ
の
他
募
集
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
、
小
笠

原
村
商
工
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
商
工
会 

 

経
営
指
導
員 

岩
崎 

 

２
―
２
６
６
６ 

 

６
月
の
は
は
じ
ま
丸 

 

「
燃
料
油
価
格
変
動
調
整
金
」 

 

６
月
中
の
調
整
金
を
含
む
運
賃
（
旅
客
・
貨
物
） 

は
、
原
油
価
格
が
値
上
が
り
し
た
た
め
、
次
の
と
お

り
改
定
と
な
り
ま
す
。
※
（  

）内
は
変
動
調
整
額 

 

【
旅
客
運
賃
】 

《
１
等
》
大
人 

８
５
８
０
円
（
＋
１
０
２
０
円
） 

小
人 

４
２
９
０
円
（
＋
５
１
０
円
） 

《
２
等
》
大
人 

４
２
９
０
円
（
＋
５
１
０
円
） 

小
人 

２
１
５
０
円
（
＋
２
６
０
円
） 

《
村
民
割
引
（往
復
）》 

大
人 

５
５
８
０
円
（
＋
６
６
０
円
） 

小
人 

２
８
０
０
円
（
＋
３
４
０
円
） 

 

【
貨
物
運
賃
】 

 

《
１
等
品
》
８
７
１
７
円
（
＋
６
５
３
円
） 

《
２
等
品
》
８
１
７
２
円
（
＋
６
１
２
円
） 

《
３
等
品
》
７
６
２
８
円
（
＋
５
７
２
円
） 

 

《
小
口
貨
物
（１
口
）》 

 
 
 

０
・１
０
ト
ン
以
下 

 
 
 
 

８
７
３
円
（
＋
65
円
） 

 
 
 

０
・０
７
５
ト
ン
以
下 

６
５
８
円
（
＋
49
円
） 

 

●
問
合
せ
先 

伊
豆
諸
島
開
発
（株
） 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 
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は
は
じ
ま
丸
ド
ッ
ク
中
の
代
船 

  

は
は
じ
ま
丸
は
、
５
月
14
日
（月
）か
ら
６
月
11

日
（月
）ま
で
の
間
、
中
間
検
査
の
た
め
ド
ッ
ク
に
入

渠
し
ま
す
。
こ
の
期
間
の
代
船
と
し
て
、
ゆ
り
丸
（４

６
９
ト
ン
、
定
員
90
名
）を
運
航
い
た
し
ま
す
。 

な
お
、
父
島
〜
母
島
間
の
所
要
時
間
は
２
時
間
20

分
と
な
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

伊
豆
諸
島
開
発
（株
） 

 
 
 
 
 
 
 

父
島
代
理
店 

 
２
―
２
１
１
１ 

 
 
 
 
 
 
 

母
島
代
理
店 

 

３
―
２
３
３
１ 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
お
知
ら
せ 

 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
よ
り
、
本
館
も
改
装
し
、

新
館
と
あ
わ
せ
て
開
館
し
ま
す
。 

 

【
硫
黄
島
展
】 

《
期
間
》
７
月
９
日
（月
）ま
で 

※
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
は
毎
日
開
館 

今
、
映
画
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
関
心
を
高
め
て
い

る
硫
黄
島
の
ほ
か
、
北
硫
黄
島
、
南
硫
黄
島
の
写

真
や
パ
ネ
ル
を
展
示
し
、
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

◎
催
し
物 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
は｢

レ
イ
作

り｣

「
ハ
カ
ラ
メ
は
が
き
作
り
」「
タ
コ
の
葉
細
工
」

な
ど
の
催
し
も
開
催
し
ま
す
。 

詳
細
は
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
街
中
の

ポ
ス
タ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 

 

父
島
発
電
所
改
修
に
伴
う
停
電 

  

東
京
電
力
で
は
、
発
電
設
備
改
修
の
た
め
第
３
回

目
の
父
島
全
域
停
電
を
予
定
し
て
い
ま
す
。（今
回
の

停
電
工
事
が
最
後
で
す
。
） 

 

安
定
し
た
電
気
を
お
届
け
す
る
た
め
に
必
要
な
工

事
で
す
の
で
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
停
電
日
時
】 

 
 

５
月
21
日
（月
）
午
前
１
時
〜
３
時
（２
時
間
） 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

東
京
電
力
父
島
発
電
所 

 
 

２
―
２
４
３
１ 

 

硫
黄
島
ク
ル
ー
ズ
と
小
笠
原 

 

硫
黄
島
と
北
硫
黄
島
を
お
が
さ
わ
ら
丸
で
巡
る
ツ

ア
ー
で
す
。
硫
黄
島
海
域
で
は
献
花
・
黙
と
う
を
行

う
他
、
船
中
で
は
『
硫
黄
島
か
ら
の
手
紙
』
の
上
映

も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

【
日
程
】 

５
月
24
日
（木
）
午
後
８
時
集
合 

 
 

〜
５
月
25
日
（金
）
午
後
８
時
二
見
港
着
予
定 

【
費
用
】
（２
等
船
室
使
用
）〔※
一
般
価
格
〕 

《
大
人
》 

１
万
７
５
０
０
円
〔※
２
万
５
０
０
０
円
〕 

 

《
子
供
》
（６
歳
以
上
12
歳
未
満
） 

８
７
５
０
円
〔※
１
万
２
５
０
０
円
〕 

 

《
幼
児
》 

○
大
人
１
人
に
つ
き
１
人
無
料
。 

○
２
人
目
以
降
は
子
供
料
金
を
適
用
。 

※
お
申
し
込
み
の
際
に
は
住
所
確
認
が
出
来
る
も

の
（
小
笠
原
村
居
住
証
明
書
な
ど
）
が
必
要
に

な
り
ま
す
。 

【
申
込
期
限
】
５
月
21
日
（月
）
午
後
６
時 

【
申
込
方
法
】 

所
定
の
申
込
書
に
て
小
笠
原
村
観
光
協
会
窓

口
（Ｂ-

し
っ
ぷ
）で
の
お
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。

申
込
書
は
小
笠
原
村
観
光
協
会
に
て
ご
用
意
し
て

お
り
ま
す
。 

な
お
、
母
島
で
の
お
申
し
込
み
に
つ
き
ま
し
て

は
、
小
笠
原
村
観
光
協
会
小
笠
原
ツ
ア
ー
デ
ス
ク

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【
注
意
事
項
】 

○
行
程
中
の
食
費
は
含
ま
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。 

○
各
島
に
は
上
陸
で
き
ま
せ
ん
。 

○
海
況
に
よ
り
、
行
程
を
一
部
変
更
ま
た
は
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
観
光
協
会 

小
笠
原
ツ
ア
ー
デ
ス
ク 

２
―
２
１
８
７ 

     

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（父
島
） 

 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

必
ず
前
日
ま
で
に
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

【
対
象
者
】
３
，
４
か
月
、
６
，
７
か
月
、 

９
，
10
か
月
、
１
歳
６
か
月
、 

２
歳
６
か
月
（歯
科
検
診
の
み
）、 

３
歳
の
乳
幼
児 

【
日 

時
】
５
月
24
日
（木
） 

（
受
付
時
間 

午
後
２
時
〜
３
時
） 

【
場 

所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 
 専

門
診
療 

 

◎
眼
科
（
北
里
大
学
病
院
） 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
５
月
３
日
（
木
）
午
後 

 
 
 
 
 
 
 

４
日
（
金
）
午
前
・
午
後 

 

【
父
島
】 

《
日
時
》
５
月
８
日
（
火
）
午
前
・
午
後 

９
日
（
水
）
午
前
・
午
後 

10
日
（
木
）
午
前
・
午
後 

11
日
（
金
）
午
前 

 

○
今
秋
、白
内
障
手
術
な
ど
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

今
回
必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
眼
科
検
査
は
一
般
的
に
大
変
時
間
が
か
か
り
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

○
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
新
規
処
方
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

◎
耳
鼻
咽
喉
科
（昭
和
大
学
病
院
） 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
５
月
25
日
（金
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 
 

26
日
（土
）
午
前
・
午
後 

※
25
日
の
午
前
中
は
学
校
健
診
が
あ
り
ま
す
。 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
５
月
28
日
（月
）
午
後 

 
 
 
 
 
 
 

29
日
（火
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 
 

30
日
（水
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 
 

31
日
（木
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 

６
月
１
日
（金
）
午
前
・
午
後 

 

◎
眼
科
・
耳
鼻
咽
喉
科
共
通 

【
受
付
時
間
】 

○
午
前
８
時
（母
島
８
時
30
分
）〜
11
時 

 

○
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分 

【
場
所
】 

《
父
島
》
小
笠
原
村
診
療
所 

《
母
島
》
母
島
診
療
所 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 

保
健
所
専
門
医
相
談 

  

呼
吸
器
内
科
専
門
医
に
よ
る
療
養
相
談
を
実
施
し

ま
す
。
呼
吸
器
系
の
病
気
で
療
養
中
の
方
、
長
い
間

咳
が
続
い
て
い
る
方
、
息
切
れ
が
す
る
な
ど
自
覚
症

状
の
あ
る
方
で
、
専
門
医
の
個
別
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
６
月
14
日
（木
）
午
後
３
時
〜
４
時 

 
 
 
 
 
 
 

15
日
（金
）
午
前
９
時
〜
11
時 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
６
月
16
日
（土
）
午
前
９
時
〜
11
時 

 
 
 
 
 

  
   
 
 
 

午
後
２
時
〜
４
時 

 

《
場
所
》
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

【
申
込
期
限
】
５
月
24
日
（木
） 

 
 ●

申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
２
―
２
９
５
１ 
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― 村民課福祉係 ― 

― 第 ８７ 号 ― 

 

お酒で健康を損なうことがないように 
お酒は昔から祭りや祝いの席や会食など多くの場面で飲まれるなど、生活や文化の一部として親しまれてきたものです。しかしな

がら、健康の観点から見るとお酒は適切な飲み方をしないと健康を損なう危険性があるものです。アルコール飲料の特性を理解して、

節度ある適正な飲酒を心がけましょう。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

                                                         

  

                                                         

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

       

                                           イルカの伝言版 

          

 

   

 

 

 

 

                             

                                      

 

適度な飲酒は、一日あたり 純アルコールで２０グラム程度です。

日本酒 

１合 

致酔性 

飲酒は意識状態の変化を起こしま

す。交通事故の原因になるほか、短

時間に多量飲酒すると急性アルコー

ル中毒となり、死亡する危険性もあ

ります。 

依存性 身体への影響

肝臓疾患、脳卒中、がん、糖尿病、高血

圧など多くの疾患が飲酒と関連します。

またアルコールはタバコの有害物質を溶

かしだす働きがあるため、飲酒しながら

の喫煙は禁物です。 

長期に渡る多量飲酒はアルコールへの依

存をつくりだし、本人の身体・精神の健

康を損なうだけでなく、社会への適応力

も低下させ、失業や家庭不和、生活費圧

迫などの問題をも引き起こします。 

妊婦を通じた胎児への影響 未成年者への影響 

妊娠した女性が飲酒するとアルコールは胎盤を通

じて胎児の体内にも取り込まれます。胎児性アル

コール症候群などの妊娠に関連した異常の危険因

子となります。 

身体や脳が発達の途上にある未成年者が飲酒をする

と、身体や精神に大きな影響を及ぼし将来にわたって

の健康をも損なう危険性があります。このため未成年

者飲酒禁止法で未成年者の飲酒が禁止されています。

ビール 

中ビン１本 
ウィスキー・ブランデー 

ダブル１杯 

ワイン 

グラス２杯弱 
焼酎（２０度）

0.4 合 

純アルコール２０グラムのめやすの量は・・・

★ 女性や高齢の方、アルコール代謝能力の低いお酒に弱い方はより少量の飲酒が適当です。 

★ アルコール依存症の方は適切な支援のもとで完全断酒する必要があります。 

飲酒についてお困りのことがあればご相談を！ → 診療所、保健所(2-2951)、村民課福祉係(2-3939) 

イ ル カ：4月に新しく村に採用された保健師のご挨拶と自己紹介です。  

野上保健師： みなさんこんにちは！４月から母島の保健師になりました

野上貴代（のがみ たかよ）です。３月まで群馬の病院で看護

師としてバタバタと働いておりました。小笠原村には来たばか

りで右も左もわかりませんが、笑顔とガッツで早く島に馴染

み、小笠原の方々の為に働きたいと思います。皆様、あたたか

い見守り、ご指導よろしくお願いします！！！ 

イ ル カ： 小笠原に馴染んでバタバタとお仕事できるように頑張ってく

ださいね。みなさまよろしくお願いいたします。 

村民課福祉係２－3939 

（地域包括支援センター） 



  NO．525    平成 19（2007）年 5月 1日（火）                         編集・発行  小笠原村総務課 

-8- 

    

新
し
く
小
笠
原
村
の 

村
民
と
な
ら
れ
た
方
々
へ 

 

【
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
】 

 
 

日
本
政
府
は
、世
界
遺
産
条
約
に
基
づ
く
「暫
定

一
覧
表
」に
、
自
然
遺
産
と
し
て
「小
笠
原
諸
島
」

を
記
載
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
本
年
１
月
30
日
国

連
教
育
科
学
文
化
機
関
（ユ
ネ
ス
コ
）に
暫
定
リ
ス

ト
を
提
出
し
ま
し
た
。 

 
 

登
録
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
、
今
後

３
年
程
度
の
時
間
を
か
け
て
外
来
種
対
策
を
進
め
、

一
定
の
成
果
と
と
も
に
、
将
来
的
に
価
値
を
維
持

で
き
る
見
通
し
を
つ
け
て
か
ら
推
薦
書
を
提
出
し
、

世
界
遺
産
委
員
会
の
諮
問
機
関
に
よ
る
審
査
を
経

て
登
録
と
な
る
予
定
で
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

【
特
殊
で
繊
細
な
小
笠
原
の
自
然
】 

 
 

小
笠
原
諸
島
は
、
本
土
か
ら
南
に
約
１
０
０
０

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
、
成
立
以
来
大
陸
と
陸
続
き

に
な
っ
た
こ
と
が
無
い
海
洋
島
で
す
。
１
８
３
０

年
ま
で
定
住
者
は
お
ら
ず
、「
無
人
島
（ム
ニ
ン
シ

マ
）」
と
呼
ば
れ
、
近
年
ま
で
無
人
島
で
あ
っ
た
た

め
に
海
洋
島
の
生
態
系
が
良
く
保
存
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 
 

ま
た
、
小
笠
原
諸
島
の
生
物
は
種
の
起
源
が
多

様
で
あ
り
、
独
自
の
進
化
の
過
程
で
、
多
く
の
固

有
種
を
生
み
出
し
た
ば
か
り
か
、
そ
の
多
く
が
絶

滅
を
免
れ
現
存
し
、
今
な
お
進
行
中
の
進
化
の
過

程
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

 
 

こ
の
よ
う
な
小
笠
原
の
生
態
系
は
、
規
模
が
小

さ
い
う
え
に
競
争
が
少
な
い
た
め
非
常
に
壊
れ
や

す
く
、
環
境
の
変
化
や
外
敵
の
侵
入
に
対
し
と
て

も
脆
弱
で
す
。
す
で
に
絶
滅
し
て
し
ま
っ
た
動
植

物
の
ほ
か
、
残
り
数
個
体
と
い
う
、
い
つ
絶
滅
し

て
も
不
思
議
で
な
い
ほ
ど
生
息
数
が
減
っ
て
し 

ま
っ
て
い
る
動
植
物
も
み
ら
れ
ま
す
。 

 

【
小
笠
原
の
自
然
を
守
る
た
め
に
】 

現
在
、
小
笠
原
の
生
態
系
は
、
人
間
の
活
動
に

よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ
た
「外
来
種
」の
影
響
に
よ
り

急
速
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

 
 

外
来
種
の
新
た
な
拡
散
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
す

で
に
侵
入
し
て
し
ま
っ
た
も
の
を
科
学
的
な
評
価

や
デ
ー
タ
に
基
づ
き
適
切
に
駆
除
し
て
い
く
こ
と

は
遺
産
登
録
の
た
め
に
も
必
要
な
こ
と
で
す
。 

 
 

こ
れ
ら
の
対
策
は
主
に
国
や
東
京
都
、
村
な
ど

の
行
政
機
関
が
行
っ
て
い
き
ま
す
が
、
私
た
ち
村

民
一
人
一
人
が
協
力
・
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。 

 

【
外
来
種
の
拡
散
防
止
対
策
】 

○
新
た
な
外
来
種
問
題
を
作
ら
な
い
た
め
に
も
、

島
外
か
ら
動
植
物
を
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

○
父
島
、母
島
以
外
の
属
島
に
上
陸
す
る
場
合
は
、

荷
物
の
中
に
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
な
ど
が
紛

れ
込
ん
で
い
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
と
も

に
、
衣
服
に
外
来
植
物
の
種
が
つ
い
て
い
な
い

か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
陸
産
貝
類
の
一
番
の
天
敵
で
あ
る
プ
ラ
ナ
リ
ア

の
拡
散
を
防
ぐ
た
め
、
他
の
島
に
行
く
場
合
は

も
ち
ろ
ん
島
内
の
移
動
時
も
靴
底
の
泥
落
と

し
や
海
水
洗
浄
を
行
い
他
の
地
域
へ
の
拡
散

を
防
ぐ
よ
う
常
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 
 

協
会
（
Ｏ
Ｗ
Ａ
）
の
コ
ー
ナ
ー 

 

小
笠
原
で
暮
ら
す
イ
ル
カ
た
ち 

パ
ー
ト
34 

「
仲
良
し
な
？
イ
ル
カ
た
ち
」 

 

 

離
合
集
散
的
と
い
わ
れ
、
く
っ
つ
い
た
り
離
れ
た

り
を
繰
り
返
す
小
笠
原
の
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ

た
ち
の
中
に
も
、
一
緒
に
い
る
機
会
の
多
い
イ
ル
カ

同
士
が
い
ま
す
。
そ
の
代
表
は
親
離
れ
す
る
ま
で
の

母
子
で
す
が
、
母
子
以
外
で
も
一
緒
に
い
る
こ
と
の

多
い
仲
良
し
な
（？
）イ
ル
カ
が
い
ま
す
。 

例
え
ば
、
＃
87
と
＃
36
は
一
緒
に
い
る
こ
と
が

多
い
イ
ル
カ
で
、
こ
こ
１
年
ほ
ど
の
調
査
で
も
６
回

一
緒
に
い
る
と
こ
ろ
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
＃
56
も
＃
87
や
＃
36
と
一
緒
に
い
る
と

こ
ろ
が
た
び
た
び
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
頭
は
い
ず
れ
も
若

い
オ
ス
の
イ
ル
カ
で

す
。
若
い
オ
ス
の
イ

ル
カ
は
、
若
い
オ
ス

イ
ル
カ
同
士
で
一
緒

に
い
る
こ
と
も
多
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
４
月
９
日
に
は
、

６
頭
の
群
の
中
に
こ

の
３
頭
が
勢
揃
い
し

て
い
ま
し
た
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
２
１
５ 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
71 

 

―
標
識
色
々
「
リ
ビ
ン
グ
・
タ
グ
」
― 

 

野
生
生
物
の
調
査
方
法
の
１
種
と
し
て
、
個
体
に

標
識
を
装
着
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
標
識
で
個
々

を
区
別
す
る
こ
と
で
、
行
方
を
調
べ
た
り
、
戻
っ
て

く
る
率
で
そ
の
生
息
数
を
調
べ
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

一
概
に
「
標
識
」
と
い
っ
て
も
、
そ
の
種
は
様
々

で
す
。
例
え
ば
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る
ザ

ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
個
体
識
別
用
の
尾
ビ
レ
写
真
撮
影
は

「
非
致
死
的
（殺
傷
し
な
い
）標
識
」、産
卵
す
る
親
ガ

メ
に
つ
け
て
い
る
標
識
は
「
外
部
個
体
識
別
標
識
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
を
バ
イ

オ
グ
ラ
ス
（た
ん
ぱ
く
質
が
含
ま
れ
て
い
る
ガ
ラ
ス
）

で
固
め
、
体
内
に
う
め
込
む
「
内
部
個
体
識
別
標
識
」

や
、
鯨
類
や
魚
類
な
ど
に
打
ち
込
み
、
そ
れ
ら
を
捕

獲
し
て
調
べ
る「
致
死
的
標
識
」な
ど
も
あ
り
ま
す
。 

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
こ
数
年
「
リ
ビ
ン
グ
・

タ
グ
」
と
い
う
新
た
な
標
識
装
着
方
法
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
は
、
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
だ

と
思
い
ま
す
が
、
直
訳
す
る
と
「
生
き
て
い
る
標
識
」

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
体
の
生
き
た
組
織
を
用
い

て
、
標
識
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

生
ま
れ
た
て
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
背
中
（黒
色
）の

甲
羅
と
お
腹
（白
色
）の
甲
羅
の
鱗
板
（り
ん
ば
ん
）を

４
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
角
く
ら
い
の
大
き
さ
で
切
り
取
っ

て
入
れ
替
え
ま
す
。
鱗
板
は
甲
羅
で
す
が
、
小
さ
い

時
は
薄
く
皮
膚
の
よ
う
に
剥
が
す
こ
と
が
で
き
ま 

す
。
組
織
が
若
け
れ
ば
若
い
ほ
ど
定
着
も
早
く
、
黒

い
背
中
に
は
白
い
斑
点
が
、
白
い
お
腹
に
は
黒
い
斑

点
が
残
り
ま
す
。
斑
点
は
、
成
長
と
共
に
少
し
ず
つ

大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
が
「
リ
ビ
ン
グ
・

タ
グ
」
で
す
。 

          

  

 

       

↑→（上が腹甲、右が背甲） 

２００６年生まれのカメに残

る「リビング・タグ」（白黒の斑

点）。この年は、背甲の右側３番

目の鱗板移植を行った。 

1

1

2

2

3

3 3
4

4 4
5
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同
じ
年
に
生
ま
れ
た
稚
ガ
メ
に
は
、甲
羅
（枚
数
が

一
定
）の
同
じ
場
所
に
こ
の｢

リ
ビ
ン
・
タ
グ｣

を
施
す

こ
と
に
よ
り
、
個
体
識
別
で
は
な
く
年
代
識
別
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

つ
ま
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
金
属
の
物
理
的
な
標

識
で
は
、
年
と
と
も
に
劣
化
し
た
り
脱
落
し
た
り
し

ま
す
が
、
こ
の
「
リ
ビ
ン
グ
・
タ
グ
」
は
永
久
的
な

標
識
方
法
と
い
う
こ
と
で
す
。 

こ
の
標
識
装
着
方
法
は
、
１
９
８
２
年
に
マ
レ
ー

シ
ア
で
開
発
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
メ
キ
シ
コ
や
コ

ロ
ン
ビ
ア
の
カ
リ
ブ
海
側
で
実
施
さ
れ
、
16
年
後
に

背
中
に
白
い
斑
点
を
持
っ
た
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
が
親
に

な
っ
て
戻
っ
て
き
た
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。 

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
も
、
２
０
０
５
年
か
ら
試
験
的

に
鱗
板
の
移
植
試
験
を
行
い
、「
リ
ビ
ン
グ
・
タ
グ
」

の
有
効
性
を
証
明
し
て
い
ま
す
。
ま
た
鱗
板
移
植
に

加
え
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
金
属
の
「
外
部
標
識
」
も

装
着
し
て
、
す
で
に
数
百
頭
放
流
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
「
リ
ビ
ン
グ
・
タ
グ
」
の
試
み
は
太
平
洋
で

は
初
め
て
で
、
も
し
太
平
洋
の
ど
こ
か
で
白
い
斑
点

や
黒
い
斑
点
を
持
っ
た
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
が
見
ら
れ
た

ら
、
現
時
点
で
は
こ
れ
ら
は
す
べ
て
小
笠
原
産
と
い

う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
カ
メ
が
小
笠
原
に

戻
っ
て
く
れ
ば
、
小
笠
原
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
が
実
際

に
何
年
で
親
に
な
る
か
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

も
し
、
こ
の
よ
う
な
白
黒
斑
点
の
ウ
ミ
ガ
メ
を
見

か
け
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、「
リ
ビ

ン
グ
・
タ
グ
」
の
経
年
変
化
を
調
べ
る
た
め
に
、
２

０
０
５
年
か
ら
飼
育
を
継
続
し
て
い
る
カ
メ
が
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
観
察
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。 

 ◎
カ
メ
の
産
卵
が
始
ま
っ
て
い
ま
す 

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
シ
ー
ズ
ン
も
終
盤
を
迎
え
、
観

察
さ
れ
る
ク
ジ
ラ
の
数
も
か
な
り
少
な
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。そ
れ
と
入
れ
か
わ
り
に
、例
年
の
ご
と
く
、

先
月
か
ら
海
上
で
多
く
の
交
尾
中
の
カ
メ
が
見
ら
れ

て
い
ま
す
。
母
島
の
脇
浜
生
簀
で
は
、
時
期
と
し
て

は
た
い
へ
ん
早
い
で
す
が
、
４
月
12
日
に
す
で
に
産

卵
が
観
察
さ
れ
て
い
ま
す
（ク
ラ
ブ
ノ
ア
母
島
情
報
）。

夜
間
海
岸
に
行
か
れ
る
方
は
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。 

           

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

 
(

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ネ
イ
チ
ャ
ー) 

夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
用
携
帯 

０
９
０
―
１
４
６
１
―
３
１
７
１ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://bonin-ocean.net     

                 

  

 

 地産地消のすすめ 
「みのり会」発足 

地産地消を推進する主役はなんと言っても地域の産物を供給する農漁業者の皆さんです。 

母島では、農協の下部組織として若手の農業者による「小笠原農業振興研究会」や農業者の集まりとして「八日会」が組織され、

農業振興の発展をテーマに活動をされています。 

このほど、父島では農協の呼びかけで農業者の自主的な集まりとして「みのり会」が発足しました。目的は、第一に農業者同士

が意見や情報を交換し農業生産に役立てることで、月1回の開催を目指しているそうです。 

地産地消推進会議としても「みのり会」が活発に活動され、農業生産の拡大につながることを大いに期待しています。 

 

    ◆ボニンドーナツ◆  
昔はカメの卵を使ったという島ドーナツですが、地卵を使っておやつにいかがでしょうか。 
ボニンドーナツは戦前からそれぞれの家庭で味付けを変えて楽しんでいたそうです。 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
                                      レシピ提供：セーボレーみき子さん 

 

●問合せ先 地産地消推進会議（総務課内) ２－３１１１

《作り方》 
①玉子をかき混ぜる。 

②牛乳を入れよくかき混ぜる（完全に）。 

③水を混ぜる（完全に）。 

④砂糖を加え、よく混ぜる（多いとこげやすくなり、中までで火がとおりにくい）。 

⑤薄力粉とベーキングパウダーを一緒にふるいにかけ、耳たぶの硬さに練り上げる。 

《揚げ方》 
①油が少ないと丸くできあがらないので、深いフライパンかてんぷら鍋を使う。 

②油の温度が 170 度位になったら、出来上がった材料をカレースプーンでやや多めにすくい、

左指でスプーンから流し込むように5～７cmぐらいの高さから静かに油の中に入れる。

《材料》 

薄力粉  1kg 

砂糖   250ｇ 

牛乳   500㏄ 

水     200cc（少なめに） 

卵黄   5個 

ベーキングパウダー  20ｇ 

 

 
 

 

昔から伝わる小笠原ならではの料理法をみん

なで守り、伝えていきましょう。 

 口述でも構いません。特に、年配の方からの

情報をお待ちしています。 



南島外来植物除去ボランティア募集（～25）

ビジターセンター硫黄島展（～7/9）

硫黄島クルーズ申込受付（～21） 入港日

東京三弁護士会による法律相談（母島）

保全管理委員会住民報告会（父島）

眼科専門診療（母島 ～４） 小笠原村商工会事務局長募集締切

こどもまつり（父島） 東京三弁護士会による法律相談（父島）

子供の日の集い（母島）

保全管理委員会住民報告会（母島）

高校図書館開放

出港日

高校図書館開放

父島全域停電（ＡＭ1：00～3：00）

野ネコ対策事業（～27）

ノヤギ駆除（父島）

硫黄島訪島事業の参加者募集（～11）

ＩＰ告知端末の供用開始

眼科専門診療（父島 ～11）

いきいき体操教室（母島　毎週火曜日～8/14） 入港日

乳幼児健診・歯科健診（父島）

村民意見・提案・相談受付 保健所専門医相談申込締切

硫黄島クルーズ（～25）

入港日 耳鼻咽喉科専門診療（母島 ～26）

いきいき体操教室（父島　毎週木曜日～7/26） 電話による無料法律相談

いきいき体操教室（母島　毎週木曜日～8/16）

定期予防接種 父島動物巡回診療（～27）

高校図書館開放

春の全国交通安全運動（～20）

出港日

高校図書館開放

耳鼻咽喉科専門診療（父島 ～6/1）

出港日

ノヤギ駆除（父島）

母島巡回労働相談

テレビ地上波放送中断（21,28,29）

入港日

軽自動車税納付期限

返還祭（ステージイベント）申込締切

29 火

30 水

23 水

22 火

14

15

金11

土

日

16 水

日付 曜日 行　事　予　定 行　事　予　定日付 曜日

12

13

10

5

6

7

8

9

3

4

木

月

火

木

金

土

日

火

水

月

31 木

25 金

26 土

27 日

28 月

20 日

17 木

18 金

24 木

1 火

2 水

21 月

19 土

入・出港日

入・出港日

憲法記念日

みどりの日

こどもの日

情報センター定休日

情報センター定休日

情報センター定休日

情報センター定休日

情報センター定休日



 第５号 

小笠原村民にとって、航空路の開設は悲願です。 

  

 

 

 

 

 

 

これまで東京都は都営空港として計画を策定し、兄島に始まり次

に時雨山周辺をその候補地としてきましたが、いずれも環境問題や

多額のコストを理由に断念し、現在、東京都では改めて洲崎案をは

じめ４案について調査検討を実施しているところです。村でも平成

１４年度以降、独自の空港関係調査を実施し、航空路開設の可能性

を見出すことができました。 

小笠原諸島が昭和４３年に日本に復帰して以来、村民は急患搬送

以外の本土との交通アクセスは船に頼ってきています。そして、返

還から３９年を迎えた現在も、週に 1 便しかそのアクセスは確保さ

れていません。その結果、病気や親族の不幸など急用のある時や日

常生活においても、行きたい時に行けず、帰りたい時に帰れないと

いう不便・不満・不安をほとんどの村民の皆さんが感じてきた事と

思います。 

しかしながら、都営空港として空港を建設するには、国の

設置許可はもちろんですが、その前提には村民だけではなく

都民･国民の理解も必要になります。 

特に、平成１５年度以降、国は｢新たな空港整備プロセスの

あり方｣をまとめ、空港整備主体(東京都)と関係自治体(小笠

原村)が連携して、空港の構想･計画段階において広く住民等

関係者に意見を聞き、計画策定への参画を促す（ＰＩ＝パブ

リック・インボルブメント）ことになりました。 

そこで、まずは村民の皆様が空港についてその必要性をどのように

考えているか意見集約を図りたいと考えています。村では３月に村内

産業団体とコミュニティ団体による「小笠原航空路開設連絡会議」を

立ち上げ、各団体において航空路の必要性等について議論していただ

くようにお願いしています。 

 各団体からの意見、過去に議論されてきた意見、そして村民の皆様

からの意見等をまとめ、改めて航空路の必要性を集約してまいります。

（意見集約の方法は、今後、連絡会議において検討します。） 

村民の皆様の積極的な参画をお願いいたします。 

―長年の課題であることの参考として― 

小笠原諸島復興計画（昭和 45 年決定） 

【抜粋】第 1 基本方針(4)  

「本土から隔絶して位置する同諸島の地

理的条件に鑑み、同諸島の民生の安定及

び産業の振興のため、本土との交通通信

の確保に特段の配慮をするものとする。」

―ＰＩの適用段階について― 

国のガイドラインより 

＊構想段階ＰＩ  

幅広い選択肢から滑走路の概ねの

位置、方位等の基本的な諸元に関す

る一つの候補地を選定する段階。 

＊施設計画段階ＰＩ  

具体的な施設の配置等の計画案を

決定するための段階。 

 
伊平屋空港協議会ホームページより 

http://www.pref.okinawa.jp/ 

airport/index/iheyapi/index.html 

＊参考にご覧ください。村役場にも 

 資料があります。(PI 先進事例) 

 
候補地の一つ父島「洲崎地区」 

 ＊航空路についてのご意見などを下記のいずれかの方法で、５月中にお寄せください。 

●直接窓口または電話の場合  総務課企画政策室（TEL２－３１１１） 

●書面の場合（書式自由）  郵送または役場・支所に設置する「航空路ご意見箱」 

●メールの場合  アドレス：kikaku@vill.ogasawara.tokyo.jp 

意見の例：「・・・・の時に空港が必要だと思った。」、「航空路の開設には・・・について配

慮してほしい。」、「・・・・な航空路がほしい。」など 

 

総務課企画政策室 




